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平成２６年度秋田県環境審議会環境保全部会議事録

１ 日 時 平成２７年２月５日（木）１３：３０から１５：３０まで

２ 場 所 秋田県市町村会館大会議室

３ 出席者 （委員）１２名中９名出席（うち１名代理出席）

池村委員、石川委員、金委員、沓沢委員、佐藤委員、佐野委員、菅原委員、

星崎委員、米森委員

（県）

佐々木生活環境部長、嵯峨生活環境部次長、菅沼環境管理課長、和田環境

管理課政策監、千葉環境管理課八郎湖環境対策室長、高橋温暖化対策課長、

高橋環境整備課長、阿部自然保護課長

４ 議 事

（１）諮問第８号 平成２７年度秋田県公共用水域等水質測定計画（案）について

適当である旨決定された。

（２）環境白書の概要について

平成２６年版環境白書の概要を報告した。

（諮問事項に関する質疑事項）

委 員 各河川、湖沼等で非常に膨大なデータ測定になるため、ローリング調査で万

遍なくカバーし、継続して調査していくという理解でいいか。

県 そのとおり。全体５４か所を１８ずつ３グループに分け、３年で一巡すると

いうことである。１回やってよかったからということで、もうやめるというこ

とではなくて、継続して５４地点を調査していくということである。

委 員 田沢湖であるが、過去の環境白書を見るといつも表層でしか採水してない。

承知のとおりｐＨが環境基準を超過しているので、少なくとも将来の生態系

の復元などを加味し、透明度が増える２、３倍あたりの深さまでモニタリング

する必要があるのではないか。玉川ダムの場合は、５０ｍあたりまでデータを

とっている。どういった経緯で表層だけ調査しているのか。また、深いところ

のデータを採ることが現行の体制で特段問題があるのか。

県 この調査とは別に玉川酸性水調査を実施しており、湖沼を０ｍから４００ｍ

までの５層に分け、これを毎年、年２回（５月・７月）、継続して調査してい

る。資料はあくまでも、公共用水域水質調査という範疇の計画だけを載せてい

るものである。

委 員 表層だけでいいということか。
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県 公共用水域水質調査については確かに１層だけの調査であるが、別の調査で

は一番深いところまでの層別のデータも取っている。その状況を見ると、藻類

の分布が非常に少なく、ＣＯＤでいうと上層から下層まで０．５という状況で

あり、表層からかなり下層まで余り変化がない状況である。そういった深さ別

の調査も見ていきながら、場合によっては、代表的な水質を採るための必要な

深さを検討する必要があると考えている。

委 員 河川の水質測定で、「測定月」の欄に１年間分載せられているが、「測定月」

は前回調査と同じ月で調査をしていると理解してよいか。

県 そのとおり。季節による変動等を考慮して、測定は同じ時期に行うように計

画を組んでいる。

（「環境白書の概要について」に関する質疑事項）

委 員 大気汚染関係の測定結果をホームページで見られるようだが、水質関係のデ

ータも同じようにホームページから見られたり、ダウンロードできたりするの

か。

県 大気汚染物質については、機械による自動測定となっていて、１時間値をリ

アルタイムでホームページでデータ更新している。水質測定については、人の

手で採取して、分析機関において１か月に１回分析しており、年間分のデータ

を取りまとめた上で、環境基準等の評価とともに年末に公表している。

委 員 これは要望であるが、取りまとめた数値だけではなく、生のデータ測定値が

あれば、県民や国民の皆さんが、色々な目的で広く利用でき役立つと考える。

モニタリングの趣旨を考えると、そういう方向に向かっていった方がいいと考

えるので是非検討いただきたい。

県 全部の水域ではないが、八郎湖等については速報値として、ホームページで

翌月か翌々月に一部データを出しているところであり、なるべく早めに対応し

たいと考えている。

委 員 速報値でなくとも構わないので、生の情報で、ある程度正確でまとまったも

のを公開する方向にもっていったほうがいいと思う。環境のデータは、どこで

誰がどのように必要になるかわからないし、このようなモニタリングは、長期

間継続できている非常に稀で貴重な例なので、何らかの形で利用できることが

望ましいと考えるので検討いただきたい。
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県 年度ごとのデータは全てホームページに載せているが、経年変化等のデータ

についてもご意見を踏まえ検討したい。

委 員 例えば、八郎湖はＣＯＤの環境基準である３mg/Lをクリアするための対策が

とられていると思うが、同様に田沢湖においても、環境基準であるｐＨ６．５

を目指して対策を講じていく必要があると思う。現状の玉川酸性水の中和処理

の効果は、ｐＨの経年変化に表れていると思うが、このペースでｐＨ６．５に

なるまでは、あと４０年、５０年かかるようなペースである。現状の対策でい

いのか、あるいはもう少し直接的な、ｐＨに即効性のある形での対策が必要な

のか、そのあたりを検討していれば説明願いたい。

県 国と県と東北電力等で中和処理をやっているが、ｐＨ５．７ぐらいまで改善

したが、源泉の酸度上昇によりまた少し下がってきているので、専門家を交え

た田沢湖の水質改善の検討会を立ち上げ、今年で３年目になる。並行して現行

の中和処理に加えて、酸度が上昇した場合に対応できる方法があるのか、また、

実証試験により玉川上流部に生石灰を流してどのような反応があるかなどの調

査を２年継続してやっている。引き続き、生石灰を流す量を変化させたりしな

がら研究していきたい。

ただ、田沢湖のｐＨを県単独で６．５にするということは難しいと考えてお

り、今後、抜本的な対策を付加していくということになれば、国、地元及び市

の受益者等のステークホルダー等の意見を伺いながら対応するということにな

ると思う。実証試験の結果等も踏まえながら検討していきたいと考えている。

委 員 実証試験は、田沢湖に流入してくる川の話であり、非常に酸度の高い田沢湖

でも、低層にはｐＨの低い世界が存在していると考えられる。田沢湖の入口で

石灰で中和するという話だけではなくて、より総合的な捉え方をする必要があ

ると考える。もう一点は、仮にｐＨが６．５に戻ったからといって生態系が戻

るかは別問題である。是非水質だけではなく、生態系や水産資源という観点か

ら長期的状況を検討して欲しい。

県 県としても、来年度以降、水質だけでなく周囲の環境も含め、県と仙北市の

共同プロジェクトを進めていくこととしているので、その中で総合的に考えて

いきたい。

委 員 八郎湖の水質に関してであるが、大久保湾の水質改善対策について検討する

ということで非常に期待しているが、その詳細を聞きたい。

県 ２月議会に新年度予算案を提示しているところであり、事業の概要だけ説明

させていただきたい。
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県 調整池南東部の大久保湾の流動化について、第２期計画において既存の農業

水利施設を使った方策を検討していくこととしており、そのための調査を行う

こととしている。また、第２期計画の初年度である平成２５年度から、アオコ

対策の一環として、高濃度酸素水の供給による底質の改善等の実証実験を２か

年行っている。効果がある程度認められているということで、環境省の委託事

業も活用しながら、大久保湾の水質改善対策の検討・検証事業を進めていきた

いと考えている。

委 員 八郎湖の水質をずっと追跡しているが、確かに西部承水路は流動化が促進さ

れ、大幅に水質が改善されている。要するに閉鎖水域の場合は、いかに流動化

を進めるかということが大きな課題の一つになると思う。うまく進めてもらい

たい。

委 員 十和田湖のＣＯＤがトレンドとして上がってきているが、基本的な背景はな

にか。

県 昨年、湖沼等の水質の専門家を交え、十和田湖の水質保全検討会を３回開

催した。この中で、ＣＯＤ対策や水質をどのように保全し、汚濁を悪化させな

いかという議論があり、窒素・リンについては、富栄養化に対して大きなファ

クターであり、湖水の水質に大きな影響を与えているということであった。

窒素については、近年、特に降雨からの影響が非常に大きく、制御が難しい

ということであり、また、リンについては、付近の流入する河川から入る分を

制御し、特定の河川からの比較的高い濃度のリンの流入についてコントロール

できれば、ＣＯＤを抑制できる道筋があるかもしれないという指摘をいただい

ている。

昨年までのデータを並べてみると、ＣＯＤについては近年横ばいととらえて

いたが、平成２５年度データを加えると、数値が上がってきているように見え

るため、今後ともＣＯＤを注視しながら測定を進めていきたいと考えている。

十和田湖はヒメマスとワカサギの漁場であり、この増減によって植物プラン

クトンにも影響があり、また、生態系が撹乱されることによるＣＯＤへの影響

が指摘されている。生態系の管理面から、地元漁協においては、ヒメマスを過

重に放流しないなどコントロールしていこうという取り組みも大分進んでい

る。

委 員 十和田湖の水質については、環境省の指定の生態系調査を、秋田県と青森県

と環境省が合同で行った経緯もあったと思う。よろしくお願いしたい。
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委 員 海域の環境基準は過去に１００％クリアしたと思っていたが、男鹿沖海域で

環境基準をクリアしていないという説明があった。海域で環境基準をオーバー

する汚濁があった事例を把握してるのであれば、説明して欲しい。

県 原因の明確な説明はなかなか困難であるが、平成２５年度は大雨があったた

め、流入河川やその近傍の測定地点については、他より河川からの影響が大き

かったのではないかと考える。

※ＣＯＤ……化学的酸素要求量（Chemical OxygenDemand）。水中の有機物が酸

化剤で化学的に分解される際に消費される酸素の量。水質の汚濁

状況を示す代表的な指標で、数値が大きいほど汚濁しているとい

える。国では、湖沼と海域の水質環境基準の項目の一つとしてＣ

ＯＤを定めている。


